
  

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

１月の行事予定 
詳しい時程については、学年だよりをご参照ください。 

日 曜 行 事 予 定 日 曜 行 事 予 定 

1 月 元日 17 水 避難訓練 4時間授業 

2 火   18 木 学びの教室始  読み聞かせ（１・２年） 

3 水   19 金  

4 木   20 土 
土曜授業公開④(道徳授業地区公開講座） 3時間授業 

薬物乱用防止教室2ｈ（6年）いのちと心の授業１ｈ（３年） 

5 金   21 日   

6 土  22 月 全校朝会 書初め展終わり ４時間授業（１年）  

7 日 冬季休業日終  23 火 ＴＧＧ（５年） 

8 月 成人の日 24 水 ４時間授業 

9 火 始業式 安全指導 土曜時程4時間授業 和食の日 25 木 読み聞かせ（３年） 

10 水 給食始 席書会（１．２．５．６年） 26 金 クラブ ４時間授業（１年） 

11 木 席書会（３．４年）  発育測定（１．２年） 27 土   

12 金 発育測定（４年） 委員会 28 日   

13 土   29 月 全校朝会 がん教育（６年）いきいき週間始～２月２日まで 

14 日   30 火 ４時間授業（１年） 

15 月 全校朝会  書き初め展示始  発育測定（３．５年） 31 水   

16 火 ５時間授業 発育測定（６年）４時間授業（１年）    

               

 

令和５年１月９日 

文京区立駕籠町小学校 

校長 矢部 明美 

 

「志」～人として～ 

校長 矢部 明美 

 新年明けましておめでとうございます。 

 今年も、駕籠町小学校の教育活動へのご理解ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 １２月３１日と１月１日、たった１日の違いですが、年が明ける、改まるという空気の中で、誰もが何

かしら希望のようなものを抱くのではないでしょうか。年の初めに一年の計、目標を立てるということは

そうした心持からも、新しい、さわやかな立志にふさわしいと感じます。そして、ここ数年、様々な制限

の中で学校生活を送ってきた子どもたちには、これまで以上に大きな希望を持ってほしいと願うとき、 

 有名な「青年よ、大志を抱け！」という札幌農学校のクラーク先生の言葉を思い出します。 

 この「青年よ、大志を抱け！」には続きがあります。この言葉の本質は、新年にこそ、改めて考えたい

内容です。 

 

 「青年よ、大志を抱け！それは金銭に対してでも、自己の利益に対してでもなく、また世の人間が名声

と呼ぶあのむなしいものに対してでもない。人間が人間として備えていなければならぬ、あらゆることを

成し遂げるため、青年よ、大志を抱け！」 

 

 「志は、目に見える「もの」や「こと」だけでなく、人間が人間として備えていなければならないこと

に向かうものであってほしい」ということがクラーク先生の真に伝えたいことです。 

 そして、一人一人、どんな「人」でありたいか、ということに正面から向かわなくてはかなわない言葉

でもあります。 

子どもたちが、真摯に自分自身に向き合い、よりよくなろうという希望をもってスタートできる３学期

となるよう、教職員一同、力を合わせてまいります。 

 

令 和 ５ 年 度 

学 校 だ よ り 

１ 月 号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの心を育む道徳教育 

道徳主任  

 １月２０日（土）に道徳地区公開講座を行います。各学級の道徳授業をご覧いただいた後、３校時に体育

館で講演会を行います。文京区教育指導課統括指導主事の藤咲秀修先生をお招きし、「学校・家庭・地域で

子どもの心を育む」というテーマでご講演いただく予定です。学校でどのように道徳授業が行われているの

か、学校・家庭・地域が連携して子どもを育てていくとはどういうことなのか、改めて考える良い機会とな

ると思います。たくさんの方にご参加いただけると嬉しいです。どうぞよろしくお願いします。 

 

道徳授業時間 

 

第
１
校
時 

2 年 1 組 

5 年生  

6 年生 

第
２
校
時 

1 年生 

2 年 2 組 

3 年生 

4 年生 

 

 

伝統文化教育について 

伝統文化担当  

駕籠町小学校では、日本のすばらしさを学ぶとともに、将来日本の文化を自ら発信し、日本の魅力を世界

に伝えるために、様々な視点から日本の伝統文化教育を毎年実施しています。 

 今年度は、１０月に落語家の三遊亭圓福先生をお迎えし、３・４年生を対象とした「落語教室」を実施しま

した。落語ではかわいい女の子やお侍やきれいなお姫様など、1人で何役もこなし、扇子で侍の刀や物売りや

立ち食いそばを演出するなど、多彩な芸を披露されていました。子どもたちはユーモアあふれるお話に想像

力を働かせて、笑いの絶えない時間を過ごしました。 

また１２月には、箏の講師、中野宏子先生をお招きして、４年生を対象に箏の特別授業を行いました。 

箏の名曲「六段の調べ」を鑑賞し、箏の美しい音色に聴き入り、いろいろな奏法を食い入るように鑑賞し、

その後実際に箏を使って「さくらさくら」の旋律を演奏しました。また、音楽室の授業では、他学年も「わら

べうた」や「さくらさくら」に伴奏や低音をつけて箏の合奏を楽しみました。 

この他に、５年生を対象にした山田卓先生を招いての「長唄特別授業」が行われ、５年生は歌舞伎で歌わ

れる力強い長唄と三味線の響きに圧倒されていました。３学期には、２年生を対象にした「日本舞踊体験」

が開催されます。子どもたちにとって有意義な経験となるよう、工夫して実施したいと考えています。    

 

授業内容 

 

1 年生 「はしのうえのおおかみ」 

2 年生 

 

「よかったよ」（1 組）  

「ありがとうの絵」（2 組） 

3 年生 「漢字に思いをこめて」 

4 年生 「ブラッドレーのせい求書」 

5 年生 「ブランコ乗りとピエロ」 

6 年生  「五十五年目の恩返し」 

 

 


